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コベルコ科研社員の学協会発表記録

HAADF像（60kV）

技術本部　物理解析センター

❷特長

❶概要

最新鋭Cs-STEM※1による
原子レベルでの微細構造解析の紹介新技術

■主な仕様

■装置外観

■NCA※2正極活物質の低加速電圧での原子分解能EDXマッピング
二次電池の開発において、長寿命化のために劣化機構の解明は重要であり、活物質の原子レベル

での構造解析が不可欠となっています。
下図に、正極活物質の原子分解能EDXマッピング像を示します。低加速電圧で分析することで変

質（カチオンミキシング）を抑え、試料本来の元素分布を確認できます。特に注目すべき点は、Niや
Coの遷移金属の周囲に配位している酸素が明瞭に分離して可視化できている点です。
従来の装置では、低加速電圧時の空間分解能やEDXの検出効率から軽元素の原子分解能マッピ

ングは困難でした。しかし、本装置の特徴である高分解能と高検出効率により、その分析が可能に
なりました。
この事例以外にも、さまざまな材料に対して、ダメージレスに原子レベルでの高分解能観察・高感

度分析が可能です。

口頭発表

■点検ロボットと渦流探傷機を組み合わせた
　斜張橋ケーブル詳細調査の効率化
山口嵩生５）、梯誌修５）、６)、野村肇５）、有井賢次５）、橋本郁郎２）、中村聖三６）

〇公益社団法人 土木学会　令和6年度土木学会全国大会
　第79回年次学術講演会
　（2024年9月6日・東北大学川内北キャンパス、宮城県）

■純鉄スケールの内部応力に及ぼす冷却温度の影響
山田遥平１）、大友亮介１）、福田一徳２）、﨑永健希２）

〇公益社団法人 日本金属学会　2024年春期　第174回講演大会
　（2024年3月14日・東京理科大学葛飾キャンパス、東京都）

■全固体電池の試作評価解析技術
阿知波敬２）

〇株式会社堀場製作所 　HORIBA×コベルコ科研
　第３回：二次電池 評価解析セミナー
　（2024年4月17日・オンライン開催）

■熱分析的手法によるAl-Si 合金の凝固挙動の解析
岩崎祐紀２）

〇公益社団法人日本鋳造工学会　第183回全国講演大会
　（2024年5月25日・早稲田大学西早稲田キャンパス、東京都）

■コベルコ科研における水素脆化評価技術の紹介
藤田陽介２）

〇一般社団法人 表面技術協会　
　高機能トライボ表面プロセス部会・第23回例会
　（2024年6月18日・
　 姫路・西はりま地場産業センター（じばさんびる）、兵庫県

■コベルコ科研における水素脆化評価技術の紹介
藤田陽介２）

〇日本MRS水素科学技術連携研究会　2024年度前期研究会
　（2024年6月27日・山梨県立図書館、山梨県）

■全固体電池における充放電特性と導電助剤添加量の相関解析
吉村卓２）、森拓弥２）、林良樹２）、阿知波敬２）

〇公益社団法人 新化学技術推進協会
　第13回JACI/GSCシンポジウム
　（2024年6月18日・一橋大学一橋講堂＋オンライン開催、東京都）

■3極式ラミネートセルを用いたリチウムイオン電池の劣化解析
田中侑里２）、森拓弥２）、林良樹２）

〇公益社団法人 新化学技術推進協会
　第13回JACI/GSCシンポジウム
　（2024年6月18日・一橋大学一橋講堂＋オンライン開催、東京都）

■リチウムイオン電池高容量Si 負極のRion 解析技術
林良樹２）、木須一彰３）

〇公益社団法人 新化学技術推進協会
　第13回JACI/GSCシンポジウム
　（2024年6月18日・一橋大学一橋講堂＋オンライン開催、東京都）

■Zn-Fe 合金めっき層の腐食挙動と生成錆の解析
小成佳史２）、河野研二２）、佐々木美幸２）、池田貢基２）

〇公益社団法人 日本材料学会　腐食防食部門委員会
　第355回例会 『Workshop「若手技術者による腐食・防食」XXII』
　（2024年7月22日・大阪府教育会館 たかつガーデン、大阪府）

■高圧水素環境下における金属材料の評価技術
槌谷信彦２）

〇一般社団法人 日本機械学会　
　Dynamics and Design Conference 2024
　（2024年9月4日・神奈川大学みなとみらいキャンパス
　＋オンライン開催、神奈川県）

■既設風力発電機ボルトの疲労試験による残存疲労耐力評価
阿部将好４）、渡邊真美２）、森脇秀幸２）

〇公益社団法人 土木学会
　令和6年度土木学会全国大会　第79回年次学術講演会
　（2024年9月5日・東北大学川内北キャンパス、宮城県）Cs-STEMは、球面収差補正機能により電子プローブを0.1nm以

下に絞ることで、原子レベルまでの観察・分析が可能な装置です。
ナノレベルの構造解析には欠かせない装置であり、現在、各種

材料から二次電池、半導体まで幅広い分野で活躍しています。
コベルコ科研では、最新鋭のCs-STEMを増設予定で、その特

長と観察・分析事例についてご紹介します。（24年1月上市予定）

■電子ビーム照射による損傷を抑えた観察・分析を実現
　多分割STEM検出器と高感度EDXにより低ドーズ条件にお
いても明瞭な原子構造の可視化、元素の識別が可能です。
■材料や目的に応じたより最適な条件での観察・分析が可能
　加速電圧の変更後も電子ビームの安定性が高く、短時間で加
速電圧を変更した観察・分析が可能です。それにより、材料や分
析内容に応じた最適な条件で取得したデータを提供することが
できます。
■拡がる観察・分析メニュー
・高感度EDXによるEDXトモグラフィー
・多分割STEM検出器による電場・磁場観察
・自動プログラミングソフトによる広域の自動観察・解析

❸観察・分析事例

加速電圧（kV） 60、120、200、300

STEM分解能 50pm

EDX（立体角） Ultra-X（4.45sr）

EELS Continuum S

オプション 大気非開放対応
クライオ対応

※2 NCA：LiNi0.8Co0.05Al0.15O2

NCA活物質の結晶構造原子分解能　EDXマッピング像（60kV）

0 0NiNi

※1 Cs-STEM：球面収差補正走査透過型電子顕微鏡（Cs-corrected　Scanning Transmission Electron Microscope）

材　料

化　学化　学化　学化　学

■メタン合成触媒反応器における最適充填構造の探索
宮﨑栞司２）、松岡寛和２）、足立渉２）、山下岳史２）、高岸洋一２）

〇一般社団法人 日本計算工学会　第29回計算工学講演会
　（2024年6月12日・神戸国際会議場、兵庫県）

■COMSOLを用いた電気化学反応CAEアプリ開発と社内展開
田中健太２）、馬場亮平２）、蛭田優貴２）、高岸洋一２）、山上達也２）

〇一般社団法人 日本計算工学会　第29回計算工学講演会
　（2024年6月12日・神戸国際会議場、兵庫県）

■Development of Porous Carbon Materials
　through Solvent Control
Guitang Yang７）、宍戸貴洋１）、濱口眞基１）、井上聡則２）、中林康次７）、
尹聖昊７）、宮脇仁７）

〇The 19th China-Korea-Japan Joint Symposium 
　on Carbon Saves the Earth (CSE2024)
　（2024年7月13日・精華大学、中国深圳市）

■高純度鉄（玉鋼）の生成における
　低温浸炭反応へのプロセス工学的アプローチ
松井良行２）、乾道春２）、大石敏士２）、平賀千恵子２）、若林琢巳２）、河野研二２）

〇一般社団法人 日本鉄鋼協会　第188回秋季講演大会
　（2024年9月18日・大阪大学豊中キャンパス、大阪府）

■SPM導電性マッピングによる
　リチウムイオン電池電極の電子伝導性詳細解析
常石英雅２）、小西遼河２）、長野恭子２）

〇公益社団法人 日本顕微鏡学会　第80回学術講演会
　（2024年6月3日・幕張メッセ、千葉県）

■Zn供給成膜によるZnO膜の結晶欠陥と電気特性
山田祐美加２）、８）、舩木修平８）、山田容士８）

〇公益社団法人 応用物理学会
　2024年第71回応用物理学会　春季学術講演会
　（2024年3月25日・東京都市大学世田谷キャンパス
 　＋オンライン開催、東京都）

物　理
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●本　社

●宇都宮オフィス

●東京オフィス

●静岡オフィス

●豊田オフィス

●名古屋オフィス

●大阪オフィス

●広島オフィス

●九州オフィス

●神鋼営業部

●ターゲット事業本部 営業部

●LEO事業本部 営業部（神戸）

〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番1号

〒321-0953　栃木県宇都宮市東宿郷2丁目2番1号

〒141-8688　東京都品川区北品川5丁目9番12号

〒420-0851　静岡市葵区黒金町11番7号

〒471-0026　愛知県豊田市若宮町2丁目31

〒451-0045　名古屋市西区名駅2丁目27番8号

〒530-0004　大阪市北区堂島浜1丁目4番16号

〒732-0057　広島市東区二葉の里3丁目5番7号

〒812-0012　福岡市博多区博多駅中央街1番1号

〒530-0004　大阪市北区堂島浜1丁目4番16号

〒676-8670　兵庫県高砂市荒井町新浜2丁目3番1号

〒651-2271　神戸市西区高塚台1丁目5番5号

TEL.（078） 272-5915

TEL.（028） 651-3332

TEL.（03） 5739-5362

TEL.（054） 275-3220

TEL.（0565） 41-3166

TEL.（052） 581-8770

TEL.（06） 4307-5113

TEL.（082） 263-0352

TEL.（092） 451-6016

TEL.（06） 4307-6108

TEL.（079） 445-7698

TEL.（078） 992-2985

営業拠点

弊社に関する情報は、
公式ホームページでご覧いただけます。

編 集 後 記

近年では、化石燃料社会からカーボンニュートラル社会に
変化する中で、エネルギー変換効率を高めるための高度かつ
複雑な熱マネジメントが求められています。その実現のために
さまざまな材料の研究開発が行われ、熱に関連した解析と試
験が必要になります。
有限要素法は1950年頃に提案されました。コンピューター

を用いて有限要素法により計算する手法を CAE と称され、
熱伝導解析、熱流体解析もこれに含まれます。コンピューター
の飛躍的な高速化が進み、複雑な形状、実験できない状況
下での温度分布を予想し、可視化できるようになりました。
本号では、近年注目されている水素エネルギーに関連した
液化水素貯槽の CAE の事例を紹介します。
オランダのカマリン・オネスが 1908 年にヘリウムの液化に
成功し、1911 年に水銀の超伝導が発見されました。超電
導磁石はMRI、核融合炉、リニアモーターカーにもちいられ、
2030 年には超電導機器の世界市場は 1 兆円を超えると予想
されています。最近では水素エネルギーが注目され、液化水
素を用いた超電導技術の応用も検討されています。
極低温になると室温とは異なる物性値になり、設計する上で
極低温の物性値を評価する事が必要になります。本号では、

極低温での試験事例を紹介します。
熱分析 (TA) は、19 世紀後半にフランスのル・シャトリエ

により始まり、加熱または冷却中の物質的性質の変化を調べ
る測定する技術です。熱分析は多くの測定方法があり、重量
変化を測定する熱重量測定 (TG)、被測定物質と標準物質
の温度差を測定する示差熱分析 (DTA)、被測定物質と標準
物質に対する熱量差を測定する示差走査熱量測定 (DSC)、
長さ変化を測定する熱機械分析 (TMA) などがあります。
本号では、2 件の熱分析事例を紹介します。また 50 号と
55 号にも熱分析事例を掲載しているのでご参照ください。

中嶋 宏樹編集委員

１）（株）神戸製鋼所、２）（株）コベルコ科研、３）東北大学、４）（株）ユーラスエナジーホールディングス、５）（株）長大、６）長崎大学、７）九州大学 先端物質化学研究所、
８）島根大学、９）大分大学

■示差走査熱量法によるAl-Si 合金の凝固および析出挙動の解析
岩崎祐紀２）

〇一般社団法人 軽金属学会　軽金属Vol.74,No.4 pp.173-179
　（2024年4月15日発行）

■触媒粒子形状を考慮した固定層触媒反応器のモデリング
高岸洋一2）、松岡寛和2）、馬場亮平2）、山下岳史2）

〇株式会社神戸製鋼所　R&D神戸製鋼技報Vol.73, No.1 pp.102-106
　（2024年8月22日発行）

■Preparation of Carbon Powder from HPC Derived 
　from Sub-Bituminous Coal (SB-HPC) And Discussion 
　of Its Properties as An EDLC Electrode Material
大隈翔太９）、森保裕喜９）、井上聡則２）、宍戸貴洋１）、濱口眞基１）、豊田昌宏９）

〇JOURNAL OF PHYSICS AND CHEMISTRY RESEARCH 
　Vol.6, Issue.1, pp.1-11
　（2024年3月24日発行）

■マテリアルDXに向けた
　マテリアルズ・インフォマティクスの紹介
古賀健治２）、狩野恒一２）、大政和之２）、加々尾慎也２）

〇株式会社神戸製鋼所　R&D神戸製鋼技報Vol.73, No.1  pp.96-101
　（2024年8月22日発行）

■マイクロプローブを用いた
　電圧印加による リチウム析出の in-situ SEM観察
小西遼河２）、常石英雅２）、阿知波敬２）、大西優輝２）、森拓弥２）、高岸洋一２）

〇公益社団法人 日本顕微鏡学会　第80回学術講演会
　（2024年6月3日・幕張メッセ、千葉県）

■Conductive-AFMを用いた
　リチウムイオン電池電極の劣化解析
長野恭子２）、小西遼河２）、常石英雅２）

〇公益社団法人 新化学技術推進協会
　第13回JACI/GSCシンポジウム
　（2024年6月18日・一橋大学一橋講堂、東京都）

No.55：特集
「マテリアルズ・インフォマティクス」

No.50：特集
「機能性材料」

材　料

■車載リチウムイオン電池の発熱・劣化モデリング
高岸洋一２）、山中拓己２）、山上達也２）

〇株式会社シーエムシー出版　
　『車載用リチウムイオン電池の開発と市場 2024』 第9章　
　「車載リチウムイオン電池の発熱・劣化モデリング」
　（2023年9月29日発行）

■Multi-scale Simulations in a Catalytic Reactor
　Considering Three-dimensional Pellet Geometry
高岸洋一２）、馬場亮平２）、山下岳史２）、足立渉２）

〇CHEMICAL ENGINEERING TRANSACTIONS
　Vol. 108（2024）, pp.43-48
　（2023年11月6日発行）

化　学化　学化　学化　学

■コベルコ科研における二次電池の放射光X線分析技術
森拓弥２）

〇兵庫県公立大学法人 兵庫県立大学 高度産業科学技術研究所主催
　「ニュースバルシンポジウム2024」
　（2024年3月14日・アクリエ姫路、兵庫県）

その他

■Deep learning-assisted high-throughput
　screening of Fe‒Co‒Ni ternary system
　using density functional calculations
狩野恒一２）、古賀健治２）

〇Computational Materials Science
　Volume 244, September 2024, 113211
　（2024年7月11日発行）

物　理

投稿論文

■LLMを用いた数値解析モデル構築の自動化検討
高岸洋一２）、山上達也２）

〇一般社団法人 日本計算工学会　第29回計算工学講演会
　（2024年6月12日・神戸国際会議場、兵庫県）

機　械


